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 記事内容  

｢六甲｣題字デザイン 

本部付隊 

神谷１士 

着
任
の
辞 

 

「
第
３
後
方
支
援
連
隊
長
を
拝 

命
し
、
本
日
か
ら
指
揮
を
と
る
吉 

岡
１
佐
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い 

し
ま
す
。 
 

そ
れ
で
は
、
連
隊
長
と
し
て
勤 

務
す
る
に
当
た
り
、
私
の
統
率
方 

針
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
対
す
る 

要
望
事
項
を
述
べ
ま
す
。 

 

統
率
方
針
は
「
積
極
・
前
向
き 

に
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
後
方
支
援
連
隊
は
、 

被
支
援
部
隊
の
能
力
を
一
〇
〇
％ 

発
揮
さ
せ
、
師
団
の
総
合
発
揮
へ 

貢
献
す
る
た
め
に
、
存
在
し
て
い 

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ 

ち
、
我
々
は
、
平
素
か
ら
、
常
に
、 

頼
ら
れ
る
存
在
を
目
指
し
、
積
極 

的
に
被
支
援
部
隊
に
尽
く
さ
な
け 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て 

待
ち
受
け
で
は
な
く
、
自
ら
積
極 

的
に
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
即
座
に 

対
応
す
る
と
と
も
に
、
日
々
の
業 

務
等
に
対
し
て
、
積
極
・
前
向
き 

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る 

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
原

点
・
目
的
で
あ
る
「
何
の
た
め
に
」 

を
忘
れ
ず
、
日
々
、
業
務
等
に
取 

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

 

次
に
、
要
望
事
項
で
す
が
２
つ 

あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
「
和
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

後
方
支
援
連
隊
は
、
機
能
別
部 

統
率
方
針 

 
要
望
事
項 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
面 

第
15
代
連
隊
長 

吉
岡
１
佐
着
任
式 

 
 

 
 

二
面 

師
団
長
初
度
視
察
受
け
、
＃
１
及
び
＃
２
連
隊
集
中
野
営
訓
練 

 
 

 
 

三
面 

＃
１
師
団
訓
練
検
閲
支
援
、
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
、
連
隊
重
機
関
銃
射
撃
訓
練 

 
 

 
 

四
面 

広
島
県
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣
、
新
隊
員
後
期
教
育
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
帰
国
行
事
、 

 
 

 
 

五
面 

Ｔ
Ｖ
取
材
対
応
、
駐
屯
地
納
涼
行
事
参
加 

 
 

 
 

六
、
七
面 

定
期
昇
任
、
定
期
表
彰
、
人
事
往
来
、
成
績
優
秀
者
紹
介
等 

 
 

 
 

八
面 

河
野
連
隊
長
離
任
式
、
定
年
退
官
者
紹
介
、
４
コ
マ
漫
画
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
岡
連
隊
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

生
年
月
日 

Ｓ
44
．
５
．
５ 

宮
崎
県
出
身 

防
衛
大
学
校
36
期
（
機
） 

職
種 

武
器
科 

部
隊
歴 

Ｈ
５
．
３ 

第
１
後
方
支
援
連
隊
武
器
隊 

Ｈ
12
．
３ 

武
器
学
校 

Ｈ
12
．
８ 

幹
部
学
校 

Ｈ
14
．
８ 

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
一
〇
一 

 
 
 
 
 

全
般
支
援
大
隊
整
備
中
隊
長 

Ｈ
16
．
８ 

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
部
補
任
課
人 

 
 

 
 
 
 
 

事
第
１
班 

Ｈ
19
．
３ 

陸
上
幕
僚
監
部
教
育
訓
練
部
教
育 

 
 
 
 
 

訓
練
計
画
課
制
度
班 

Ｈ
21
．
８ 

陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報 

 
 
 
 
 

部
情
報
課
総
合
情
報
班 

Ｈ
23
．
８ 

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
付 

Ｈ
24
．
７ 

統
合
幕
僚
監
部
首
席
後
方
補
給
官 

 
 
 
 
 

付
後
方
補
給
室
後
方
計
画
班
長 

 
 
 
 
 

を
経
て
、
こ
の
度
着
任
し
た
。 

 
 
 
 
 

中
方
勤
務
は
初
め
て
と
な
る
。 

隊
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
の 

中
に
、
異
な
る
職
種
や
多
く
の
特 

技
が
存
在
す
る
と
い
う
特
性
を
有 

し
て
お
り
ま
す
。
被
支
援
部
隊
の 

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、 

後
方
支
援
連
隊
の
各
機
能
を
総
合 

し
て
戦
力
・
能
力
を
発
揮
し
な
け 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、 

本
部
と
部
隊
の
「
組
織
、
職
種
、 

機
能
、
特
技
等
」
が
密
接
に
連
携 

・
一
体
化
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て 

任
務
達
成
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き 

た
い
。 

 

二
つ
目
の
要
望
事
項
は
「
備
え
」 

で
あ
り
ま
す
。 

 

後
方
支
援
連
隊
は
、
鈍
重
で
あ 

り
、
準
備
に
は
時
間
が
必
要
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
が 

生
起
し
た
な
ら
ば
、
被
支
援
部
隊 

の
ニ
ー
ズ
も
含
め
、
直
ち
に
対
応 

で
き
る
よ
う
、
平
素
か
ら
、
装
備
、 

資
器
材
、
各
種
計
画
、
心
構
え
等
、 

あ
ら
ゆ
る
準
備
を
し
っ
か
り
と
実 

施
し
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
「
備
え
」 

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

以
上
、
連
隊
長
と
し
て
勤
務
す 

る
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述 

べ
た
が
、
精
強
な
連
隊
・
人
材
を 

育
成
す
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く 

す
所
存
で
あ
る
の
で
、
連
隊
本
部
、 

付
隊
、
第
１
整
備
大
隊
、
第
２
整 

備
大
隊
、
補
給
隊
、
輸
送
隊
そ
し 

て
、
衛
生
隊
の
み
ん
な
、
よ
ろ
し 

く
頼
む
。
」 

 

平
成
26
年
８
月
１
日
付
で
吉
岡
正
孝
（
よ
し
お
か
ま
さ
た
か
） 

 

１
等
陸
佐
が
、
第
15
代
第
３
後
方
支
援
連
隊
長
に
着
任
し
た
。 

 着任の辞を述べる吉岡連隊長  



六    甲  （第５５号） ２０１４年（平成２６年）８月３１日 ２ 

 ＃１連隊集中野営訓練  

 小林師団長初度視察受け  

 ＃２連隊集中野営訓練  

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
７
月
２
日
（
水
）
か 

ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習 

場
に
お
い
て
、
第
１
次
連
隊
集
中
野
営
訓
練 

を
実
施
し
、
師
団
の
陣
地
攻
撃
に
お
け
る
師 

団
段
列
の
行
動
に
つ
い
て
練
度
向
上
を
図
っ 

た
。 

 

同
訓
練
は
、
有
機
的
な
指
揮
・
幕
僚
活
動
、 

移
動
及
び
展
開
、
警
戒
・
自
衛
戦
闘
、
築
城 

及
び
徒
歩
行
進
を
主
要
演
練
項
目
と
し
、
２ 

日
昼
、
千
僧
駐
屯
地
を
出
発
、
各
部
隊
が
そ 

れ
ぞ
れ
の
拠
点
に
進
入
後
、
演
習
場
内
に
設 

定
し
た
コ
ー
ス
に
お
い
て
約
35
㎞
の
徒
歩
行 

進
を
行
い
、
翌
３
日
か
ら
は
、
状
況
下
に
お 

け
る
訓
練
を
３
夜
４
日
に
渡
っ
て
実
施
し
た
。 

 

移
動
及
び
展
開
で
は
、
指
揮
官
先
行
型
、 

及
び
副
指
揮
官
先
行
型
を
そ
れ
ぞ
れ
演
練
し 

た
。
築
城
で
は
、
機
関
銃
用
掩
体
、
歩
哨
及 

び
個
人
用
掩
体
の
構
築
、
警
戒
自
衛
戦
闘
で 

は
連
隊
本
部
と
各
部
隊
と
の
連
携
を
重
視
し 

た
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
所
期
の
成
果
を 

納
め
訓
練
は
終
了
し
た
。 

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
8
月
11
日
（
月
） 

か
ら
14
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野 

演
習
場
に
お
い
て
、
第
2
次
連
隊
集
中
野 

営
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

当
初
9
日
か
ら
訓
練
を
開
始
す
る
予
定 

で
あ
っ
た
が
台
風
11
号
に
備
え
る
た
め
、 

千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
情
報
所
を
立
ち
上 

げ
情
報
の
収
集
に
あ
た
っ
た
。 

 

第
１
次
連
隊
集
中
野
営
の
主
要
演
練
項 

目
に
加
え
、
支
援
業
務
、
対
特
殊
武
器
防 

護
を
実
施
し
た
。 

 

11
日
昼
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
向
け
前 

進
、
同
日
19
時
よ
り
約
35
㎞
の
徒
歩
行
進 

訓
練
を
実
施
し
翌
12
日
、
13
日
と
１
夜
２ 

日
に
渡
る
短
い
期
間
の
中
で
、
車
両
行
進
、 

移
動
及
び
展
開
、
警
戒
・
自
衛
戦
闘
、
支 

援
業
務
、
対
特
殊
武
器
防
護
等
、
師
団
の 

陣
地
攻
撃
に
お
け
る
師
団
段
列
の
行
動
に 

つ
い
て
練
度
向
上
を
図
り
、
多
く
の
成
果 

を
あ
げ
て
、
9
月
に
実
施
さ
れ
る
師
団
訓 

練
検
閲
に
向
け
て
の
最
後
の
連
隊
集
中
野 

営
訓
練
は
終
了
し
た
。 

品
倉
庫
に
お
い
て
納
品
物
品
の 

荷
分
け
等
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ 

れ
、
連
隊
の
保
有
す
る
多
種
多 

様
な
装
備
品
や
整
備
実
習
場
及 

び
部
品
倉
庫
で
の
恒
常
業
務
を 

熱
心
に
視
察
さ
れ
終
了
し
た
。 

連
隊
は
、
平
成
26
年
８
月
26
日 

（
火
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い 

て
、
第
36
代
３
師
団
長
小
林
陸 

将
の
初
度
視
察
を
受
察
（
出
迎 

え
、
幹
部
挨
拶
、
状
況
報
告
等
）

し
た
。 

 

幹
部
挨
拶
時
に
小
林
師
団
長 

は
、
隊
員
一
人
一
人
と
固
い
握 

手
を
さ
れ
、
状
況
報
告
の
最
後 

に
は
「
後
方
支
援
連
隊
は
、
作 

戦
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
部 

隊
な
の
で
大
い
に
期
待
し
て
い 

る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

引
き
続
き
、
Ｄ
号
隊
舎
の
事 

務
所
等
を
巡
視
さ
れ
た
後
、
隊 

員
の
生
活
ぶ
り
を
確
認
す
べ
く 

Ｅ
号
隊
舎
７
階
へ
、
最
後
は
、 

南
側
地
区
の
整
備
実
習
場
や
部 

品
倉
庫
へ
と
足
を
運
ば
れ
た
。 

 

各
整
備
実
習
場
に
お
い
て
第 

１
整
備
大
隊
の
車
検
整
備
等
、 

第
２
整
備
大
隊
の
Ｌ
Ａ
Ｖ
及
び 

Ｒ
Ｃ
Ｖ
整
備
、
補
給
隊
の
部
品 

 幹部挨拶  

 初度視察記念  

 巡 視  

 遊撃対処   掩体構築   展開地進入   検問所構築  



六    甲  （第５５号） ２０１４年（平成２６年）８月３１日 ３ 

連隊重機関銃射撃訓練   

南海レスキュー２６ 

 ＃１師団訓練検閲支援（兵站支援隊）  

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
６
月
10
日
（
火
） 

か
ら
18
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原 

演
習
場
及
び
信
太
山
演
習
場
で
実
施
さ
れ 

た
第
1
次
師
団
訓
練
検
閲
に
お
い
て
兵
站 

支
援
隊
を
編
成
し
、
同
訓
練
検
閲
を
支
援 

し
た
。 

 

兵
站
支
援
隊
は
整
備
支
援
班
、
補
給
支 

援
班
、
救
護
支
援
班
を
編
成
し
、
支
援
施 

設
を
開
設
、
整
備
支
援
班
は
車
両
整
備
１ 

４
件
、
通
信
整
備
2
件
、
需
品
整
備
１
件
、 

補
給
支
援
班
は
糧
食
交
付
が
生
鮮
品
約
5
． 

8
ト
ン
、
耐
久
品
３
．
０
９
ト
ン
、
携
行 

食
１
０
，
１
１
０
食
、
増
加
食
２
．
１
ト 

ン
、
給
水
支
援
８
５
ト
ン
、
燃
料
交
付
が 

軽
油
７
，
７
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
ガ
ソ
リ
ン 

１
，
５
４
７
リ
ッ
ト
ル
、
灯
油
７
８
０
リ 

ッ
ト
ル
、
入
浴
支
援
７
２
７
名
、
救
護
支 

援
は
４
７
件
の
実
績
を
上
げ
た
。 

 

ま
た
13
日
に
は
、
河
野
連
隊
長
が
視
察 

し
状
況
報
告
を
受
け
た
後
、
各
支
援
班
を 

周
り
隊
員
へ
の
激
励
を
さ
れ
た
。 

 

兵
站
支
援
隊
は
９
日
間
に
渡
る
支
援
任 

務
を
無
事
完
遂
し
、
師
団
訓
練
検
閲
の
実 

施
に
寄
与
し
た
。 

 

 

連
隊
は
平
成
26
年
７
月
27
日(

日)

か
ら
30
日(

水)

ま
で
の

間
、
日
本
原
演
習
場
西
地
区
（
Ｒ
Ｒ
射
座
）
に
お
い
て
、
12
．

７
㎜
重
機
関
銃
対
地
射
撃
訓
練
（
第
３
習
会
）
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
第
1
整
備
大
隊
が
訓
練
担
任
部
隊
と
な
り
、
正
確

な
照
準
・
撃
発
及
び
確
実
な
射
撃
姿
勢
を
主
要
演
練
項
目
に
、

衛
生
隊
を
除
く
各
部
隊
か
ら
14
名
が
参
加
し
た
。
参
加
射
手

は
い
ず
れ
も
初
め
て
の
実
射
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
14
名
中
13

名
が
到
達
基
準
に
到
達
さ
せ
る
等
所
期
の
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た 

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
６
月
２
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
月
）
ま
で
の

間
、
平
成
26
年
度
自
衛
隊
総
合
防
災
演
習
（
２
６
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
及
び
南 

海
レ
ス
キ
ュ
ー
26
に
連
隊
長
以
下
延
べ
２
６
５
名
で
参
加
し
た
。 

 民間（コスモ石油）との連携訓練   ＵＨ－１からの患者搬送訓練  

 燃料交付所   食堂（配食支援）  

 糧食交付所   救 護 所  

 入浴支援   班検閲（補給班）  

 米軍機からの患者搬送訓練（南紀白浜空港）  

 

２
日
（
月
）
か
ら
４
日
（
水
） 

ま
で
の
間
、
衛
生
隊
が
、
南
紀 

白
浜
空
港
に
お
い
て
「
艦
艇
か 

ら
の
患
者
収
容
訓
練
」
に
参
加
。 

自
衛
隊
機
、
米
軍
機
に
よ
り
空 

輸
さ
れ
て
き
た
傷
病
者
を
救
護 

所
へ
搬
送
し
、
重
症
患
者
等
は 

大
き
な
病
院
に
運
ぶ
た
め
再
び 

ヘ
リ
に
乗
せ
る
要
領
等
を
演
練 

し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
阪
神
病 

院
に
救
急
医
療
対
処
と
し
て
ト 

リ
ア
ー
ジ
天
幕
を
展
開
し
た
。 

 

５
日
（
木
）
、
補
給
隊
及
び 

輸
送
隊
が
大
阪
府
堺
市
に
あ
る 

コ
ス
モ
石
油
に
お
い
て
「
燃
料 

供
給
実
動
訓
練
」
に
参
加
。
資 

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
等
と
燃
料
の 

受
領
・
輸
送
訓
練
を
実
施
し
た
。 

関
係
省
庁
、
企
業
と
の
初
め
て 

の
訓
練
で
、
連
携
の
重
要
性
を 

改
め
て
認
識
し
た
。 

 

７
日
（
土
）
、
本
部
付
隊
及 

び
補
給
隊
が
和
歌
山
市
立
湊
小 

学
校
に
お
い
て
、
「
生
活
体
験 

支
援
」
に
参
加
し
、
足
湯
を
開 

設
及
び
野
外
炊
事
支
援
を
実
施 

し
た
。
特
に
、
足
湯
は
行
列
が 

出
来
る
程
人
気
だ
っ
た
。
野
外 

炊
事
も
「
お
に
ぎ
り
が
と
て
も 

美
味
し
い
」
と
周
り
か
ら
声
が 

聞
こ
え
、
好
評
を
博
し
た
。 

 

７
日
（
土
）
か
ら
８
日
（
日
） 

の
間
、
連
隊
独
自
の
訓
練
を
信 

太
山
演
習
場
に
お
い
て
災
害
派 

遣
対
処
用
の
師
団
段
列
開
設
・ 

運
営
訓
練
を
実
施
。
そ
の
際
、 

野
外
支
援
車
の
開
設
の
検
証
を 

行
い
、
災
害
派
遣
対
処
時
の
資 

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
、 

訓
練
は
終
了
し
た
。 



 

式
は
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
川
端
様
を
は
じ
め
、
補
給
分
会
長 

枦
木
様
、
衛
生
分
会
長 

 

仲
田
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
厳
か
に
挙
行
し
た
。 

 

河
野
連
隊
長
は
式
辞
の
中
で
、
「
現
在
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
国
内
外
情
勢
の
変
化
に 

伴
い
、
国
際
貢
献
活
動
や
災
害
派
遣
を
初
め
と
す
る
多
様
な
任
務
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

我
が
第
３
後
方
支
援
連
隊
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣
に
、
延
べ 

三
百
九
十
八
名
、
台
風
12
号
に
伴
う
災
害
派
遣
に
、
延
べ
二
百
六
十
六
名
の
隊
員
が
被 

災
地
に
お
い
て
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
貢
献
活
動
に
お
い
て
は
、 

第
５
次
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
へ
五
十
三
名
の
隊
員
を
派
遣
す
る
等
、
後
方
職 

種
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。｣

と
述
べ
、｢

最
後
に
、
本
教
育
が
終
了
し
た
時
に 

は
、
新
隊
員
諸
官
が
、
よ
り
一
層
逞
し
く
成
長
、
飛
躍
し
て
い
る
事
を
切
に
期
待
す
る
。 

」
と
激
励
し
、
式
辞
と
し
た
。 
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平成２６年３・４月新隊員特技課程 

第７期一般陸曹候補生課程 

後期「需品」・「衛生」教育入隊式 

 

連
隊
は
平
成
26
年
6
月
21
日
（
土
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お 

い
て
師
団
が
計
画
実
施
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
（
第 

5
次
要
員
）
帰
国
行
事
に
、
連
隊
の
各
部
隊
か
ら
派
遣
さ
れ 

た
53
名
の
隊
員
が
家
族
と
と
も
に
参
加
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
部
隊
か
ら
の
支
援
人
員 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

35
名
が
実
行
委
員
と
し
て 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
支
援 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
師 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

団
帰
国
行
事
終
了
後
、
Ｅ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

号
隊
舎
南
側
に
お
い
て
連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

隊
帰
国
報
告
行
事
を
派
遣 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

隊
員
家
族
と
と
も
に
河
野 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

連
隊
長
以
下
全
隊
員
で
実 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

施
し
、
派
遣
隊
員
全
員
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

無
事
の
帰
国
と
任
務
達
成 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

を
称
え
た
。 

 

連
隊
は
平
成
26
年
７
月
２
日
（
水
）
、
千
僧
駐
屯 

地
司
令
部
庁
舎
第
１
会
議
室
に
お
い
て
平
成
26
年
度 

３
・
４
月
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第
７
期
一
般
陸
曹 

候
補
生
課
程
後
期
「
需
品
」
「
衛
生
」
教
育
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。 

申 告 

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
８
月
26
日
（
火
）
１
８
０
０
、
補
給
隊
長 

（
生
活
支
援
隊
長
）
以
下
16
名
を
海
田
市
駐
屯
地
へ
向
け
派
遣
し
た
。 

 
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、
師
団
長
以
下
駐
屯
地
所
在
隊
員
か
ら
の 

見
送
り
を
受
け
た
生
活
支
援
隊
は
、
日
付
が
変
わ
っ
た
27
日
（
水
） 

０
０
０
８
海
田
市
駐
屯
地
に
到
着
、
13
後
支
隊
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。 

同
日
０
９
３
０
か
ら
13
後
支
隊
の
作
戦
会
議
に
参
加
、
入
浴
所
開
設 

位
置
を
確
認
し
、
現
地
で
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。 

 

28
日
（
木
）
０
７
５
０
、
梅
林
小
学
校
へ
向
け
前
進
、
１
２
０
０ 

よ
り
入
浴
支
援
を
開
始
し
た
。
30
日
（
土
）
、
防
衛
担
当
副
大
臣
及 

び
13
旅
団
長
等
の
視
察
・
激
励
等
を
受
け
、
支
援
最
終
日
と
な
っ
た 

31
日
（
日
）
に
は
、
第
３
師
団
長
及
び
連
隊
長
の
視
察
・
激
励
等
を 

受
け
た
。 

 

入
浴
支
援
で
は
、
連
日
80
名
を
超
す
避
難
者
が
利
用
し
、
４
日
間 

で
延
べ
三
百
七
十
名
の
避
難
者
等
が
入
浴
所
を
利
用
し
、
避
難
生
活 

や
作
業
で
た
ま
っ
た
疲
れ
を
癒
し
た
。 

 

31
日
の
産
経
新
聞
に
は
、｢

六
甲
の
湯
」
か
ら
さ
っ
ぱ
り
し
た
顔
で 

出
て
く
る
利
用
者
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
記
事
の
中
で
も
、
「
グ
ラ 

ウ
ン
ド
で
は
陸
上
自
衛
隊
第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊
（
兵
庫
県
伊 

丹
市
）
が
仮
設
し
た
「
六
甲
の
湯
」
が
人
気
だ
。
」
と
紹
介
さ
れ
、 

利
用
者
の
「
広
く
て
気
持
ち
い
い
」
「
避
難
生
活
に
潤
い
が
出
ま
し 

た
」
等
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
、
生
活
支
援
隊
の
活
動
が
避
難
者
の
方 

々
の
癒
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

こ
れ
も
一
重
に
、
補
給
隊
長
以
下
16
名
の
隊
員
が
、
連
隊
代
表
と 

し
て
、
「
積
極
」
「
前
向
き
に
」
の
精
神
で
、
誠
意
と
責
任
感
を
も 

っ
て
任
務
に
あ
た
っ
た
成
果
の
表
れ
だ
と
感
じ
た
。 

 

同
年
９
月
１
日
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
生
活
支
援
隊
は
、
１
１
３ 

３
に
梅
林
小
学
校
を
出
発
、
兵
庫
県
に
入
っ
た
時
に
配
属
を
解
か
れ
、 

１
７
１
９
に
千
僧
駐
屯
地
に
て
副
師
団
長
以
下
の
出
迎
え
を
受
け
、 

第
３
師
団
の
災
害
派
遣
に
つ
い
て
は
終
了
し
た
。 

派
遣
の
全
53
名
が
無
事
帰
国 出迎え（姫路駐屯地） 

帰国報告する派遣隊員（千僧駐屯地） 

 取材を受ける補給隊長  

 子供にも人気の「六甲の湯」  

 第３師団長の激励を受ける派遣隊員  

 入浴所前で剣玉をする避難者の女の子  
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平
成
26
年
6
月
26
日
（
木
）
、 

千
僧
駐
屯
地
に
「
関
西
情
報
ネ 

ッ
ト
ｔ
ｅ
ｎ
」
月
曜
日
レ
ギ
ュ 

ラ
ー
石
田
靖
氏
、
軍
事
ジ
ャ
ー 

ナ
リ
ス
ト
の
井
上
和
彦
氏
が
来 

隊
し
、
連
隊
は
テ
レ
ビ
取
材
に 

協
力
し
た
。 

 
今
回
の
取
材
の
内
容
は
、
連 

隊
が
保
有
す
る
野
外
炊
事
車
１ 

号
、
野
外
手
術
シ
ス
テ
ム
、
重 

レ
ッ
カ
ー
に
よ
る
車
両
の
回
収 

作
業
、
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
、
そ 

し
て
女
性
隊
員
達
へ
の
イ
ン
タ 

ビ
ュ
ー
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
7 

月
7
日
、
同
番
組
の
中
で
放
送 

さ
れ
た
。 

 

当
初
、
野
外
炊
事
車
１
号
の 

取
材
か
ら
始
ま
り
、
野
外
手
術 

シ
ス
テ
ム
、
重
レ
ッ
カ
ー
に
よ 

る
車
両
回
収
、
女
性
隊
員
へ
の
イ 

ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
と
続
き
、
最
後
は 

野
外
入
浴
セ
ッ
ト
の
取
材
を
さ
れ 

た
。 

 

取
材
の
中
で
は
、
野
外
炊
事
車 

１
号
で
調
理
し
た
料
理
を
試
食
し 

た
り
、
野
外
手
術
シ
ス
テ
ム
に
関 

す
る
説
明
、
車
両
回
収
に
お
い
て 

は
、
実
際
に
小
型
車
両
を
重
レ
ッ 

カ
ー
で
吊
り
上
げ
、
大
型
車
両
に 

積
載
す
る
場
面
や
女
性
隊
員
へ
の 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、
石 

田
氏
、
井
上
氏
が
女
性
隊
員
に
対 

し
質
問
し
た
り
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ 

の
試
着
を
さ
れ
た
。 

 

最
後
に
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
の
入 

浴
体
験
を
補
給
隊
の
隊
員
と
と
も 

に
行
い
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド 

で
取
材
は
終
了
し
た
。 

 

連
隊
は
平
成
26
年
7
月
29
日 

（
火
）
及
び
30
日
（
水
）
の
２ 

日
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て 

駐
屯
地
納
涼
行
事
に
参
加
し
た
。 

 

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

多
数
の
部
外
協
力
者
及
び
連
隊 

Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、 

隊
員
家
族
等
の
来
隊
を
頂
き
、 

現
職
隊
員
と
の
懇
親
を
深
め
る 

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
部
隊 

対
抗
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
お 

い
て
、
各
部
隊
は
趣
向
を
凝
ら 

し
た
踊
り
を
披
露
、
補
給
隊
の 

需
品
教
育
隊
チ
ー
ム
は
お
揃
い 

の
は
っ
ぴ
で
踊
り
、
「
ア
イ
デ 

ア
賞
」
を
受
賞
、
衛
生
隊
の
衛 

生
教
育
隊
チ
ー
ム
は
、
華
麗
な 

踊
り
で
見
事
「
ユ
ー
モ
ア
賞
」 

を
勝
ち
取
っ
た
。
第
１
整
備
大 

隊
チ
ー
ム
は
、
大
人
気
ア
ニ
メ 

ド
ラ
え
も
ん
の
登
場
人
物
に
仮 

装
し
た
隊
員
が
「
ド
ラ
え
も
ん 

音
頭
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
観 

客
を
魅
了
し
た
が
、
惜
し
く
も 

賞
を
逃
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
各
部
隊
が
出
店 

し
た
模
擬
売
店
で
は
美
味
し
い 

食
べ
物
や
子
供
向
け
の
催
し
に 

大
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況 

ぶ
り
で
し
た
。 

衛生教育隊チーム 需品教育隊チーム 

ドラ○も～ん!?（１整大） 

たこ焼き（２整大） とうもろこし（輸送隊） 

子供に大人気の 

カンナンレッド（河南３曹）とミナミブルー（南３曹） 

 ２整大２DSによる展示   炊事車に感心する石田氏  

 女性隊員たちにビックリ！   二人のやりとりは漫才そのもの！  

 女性隊員との記念写真  

ＯＢ会役員の方々 



第
４
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
） 

 

補 

給 

隊 

２
曹 

福
西 

悟 
 

輸 

送 

隊 

曹
長 

笹
田 

康
生 

 
 

 

 
 第

４
級
賞
詞
（
縁
故
募
集
） 

 

１
整
大
通
電 

３
曹 

小
林 

龍
哉 

 

２
整
大
１
普 

１
士 

吉
川 

翔
也 

 
 

〃 

高
射 

１
曹 

岩
崎 

昌
弘 

 

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 

連
隊
本
部 

 

２
尉 

手
嶋 

祥
平 

 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

山
下 

弥
作 

 

２
整
大
３
普 

３
曹 

岡
本 

さ
や
か 

 

補 

給 

隊 

３
曹 

永
岡 

宗
一
郎 

 

衛 

生 

隊 

２
曹 

岡
本 

輝
也 

 

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
） 

 

連
隊
本
部 

 

２
尉 

坂
口 

賢
治 

 

第
５
級
賞
詞
（
縁
故
募
集
） 

 

本
部
付
隊
長 

１
尉 

鍋
山 

憲
一 
 

師
団
長
褒
賞 

（
師
団
情
報
管
理
検
査
優
秀
隊
員
） 

 

 

本
部
付
隊 

 

曹
長 

増
田 

照
明 

 
 

〃 
 
 
 

曹
長 

川
本 

敏
晴 

 

連
隊
長
褒
賞 

（
防
衛
大
臣
視
察
対
応
優
秀
隊
員
） 

 

本
部
付
隊 

 

准
尉 

田
中 

清
己 

 
 

〃 
 
 
 

２
曹 

山
本 

優 

 

１
整
大
工
作 

２
曹 

藤
原 

康
秀 

 
 
 

〃 
 
 

３
曹 

益
川 

勝
至 

 

（
師
団
情
報
管
理
検
査
優
秀
隊
員
） 

 

本
部
付
隊 

 

曹
長 

出
口 

貴
人 

 
 

〃 
 
 
 

２
曹 

深
水 

明
美 

 
 

〃 
 
 
 

３
曹 

坂
東 

潤
也 

 

１
整
大
本
付 

２
曹 
髙
倉 

康
公 

 

補 

給 

隊 

３
曹 
瀧
本 

典
子 

 

輸 

送 

隊 

２
曹 

山
下 
久
美
子 

 

衛 

生 

隊 

２
曹 

今
泉 
大
輔 

 

（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
留
守
家
族
セ
ン
タ
ー
臨
時
勤
務
） 

 

本
部
付
隊 

 

士
長 

目
春 

菜
美
子 

 

１
整
大
火
車 

士
長 

藤
田 

裕
加 

  
 

 

以
上
、
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日 

 
 
 
※

所
属
は
受
賞
当
時
の
部
隊 
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（
１
等
陸
尉
へ
） 

 
 

連
隊
本
部 

 
 

森
川 

和
志 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

石
中 

雅
也 

 
 

２
整
大
特
科 

 

松
永 

考
功 

 
 

補 

給 

隊 
 

小
塙 

武
尊 

 
 

衛 

生 

隊 
 

桜
井 

恵
美 

 

（
２
等
陸
尉
へ
） 

 
 

１
整
大
通
電 

 

土
本 

貴
史 

 
 

２
整
大
特
科 

 

水
口 

貴
夫 

 
 
 

〃 

戦
車 

 

桃
井 

正
樹 

 
 

輸 

送 

隊 
 

奥
村 

守 

 
 

衛 

生 

隊 
 

芝
田 

治
生 

 

（
准
陸
尉
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

有
田 

豊
德 

 

（
陸
曹
長
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

山
口 

享
祐 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

川
本 

敏
晴 

 
 

１
整
大
本
付 

 

三
宅 

正
弘 

 
 

２
整
大
本
付 

 

足
立 

俊
平 

 
 
 

〃 

３
普 

 

古
川 

昭
二 

 
 
 

〃 

特
科 

 

三
木 

徹
哉 

 
 
 

〃 

高
射 

 

石
塚 

裕
史 

 
 

補 

給 

隊 
 

逢
坂 

浩 
 

（
１
等
陸
曹
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

藤
木 

昭
廣 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

山
下 

悦
子 

 
 

１
整
大
施
設 

 

谷
中 

淳 

 
 
 

〃 

通
電 

 

寺
井 

剛 

 
 

２
整
大
２
普 

 

那
須 

伸
平 

 
 

輸 

送 

隊 
 

永
井 

恭
二 

 
 

衛 

生 

隊 
 

佐
伯 

彩 
 

（
２
等
陸
曹
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

山
本 

優 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

黒
澤 

大
悟 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

岸
田 

和
雄 

 
 

１
整
大
火
車 

 

河
南 

明
良 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

山
脇 

和
也 

 
 
 

〃 

通
電 

 

深
川 

優
真 

 
 

２
整
大
１
普 

 

安
田 

淳 

 
 

輸 

送 

隊 
 

山
下 

久
美
子 

 
 

衛 

生 

隊 
 

川
﨑 

龍
一 

師
団
長
表
彰 

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 

１
整
大
隊
長 

２
佐 

植
松 

佳
郎 

 

２
整
大
戦
車 

１
尉 

塩
田 

健 

 

衛
生
隊
長 

 

３
佐 

川
井 

雅
文 

 
第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
） 

 

連 
隊 

長 

１
佐 

河
野 

玄
治 

 

第
５
級
賞
詞
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
） 

 

衛 

生 

隊 
２
尉 

奥
村 

朋
佳 

  
 

以
上
、
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
四
日 

 

連
隊
長
表
彰 

第
４
級
賞
状
（
職
務
遂
行
） 

 

衛 

生 

隊 
 

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

 

本
部
付
隊 

 

曹
長 

増
田 

照
明 

 
 

〃 
 
 
 

２
曹 

岸
田 

和
雄 

 

１
整
大
火
車 

３
曹 

加
藤 

聡
太 

 
 

〃 

施
設 

２
尉 

阿
部 

真
人 

 

２
整
大
本
付 

３
曹 

神
田 

政
志 

 
 

〃 

１
普 

２
曹 

小
出 

将
寛 

 
 

〃 

２
普 

２
尉 

松
井 

亮
二 

 
 

〃 

戦
車 

２
曹 

尾
前 

春
治 

 
 

 

補 

給 

隊 

２
曹 

福
西 

悟 

 
 
 

〃 
 
 

２
曹 

三
枝 

史
明 

 

衛 

生 

隊 

曹
長 

川
畑 

富
生 

 

第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
） 

 

２
整
大
２
普 

３
佐 

南
澤 

正
德 

 
 

〃 

戦
車 

曹
長 

伊
藤 

芳 

（
３
等
陸
曹
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

藤
森 

健
太 

 
 

２
整
大
２
普 

 

村
津 

一
平 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

中
田 

努 
 
 

補 

給 

隊 
 

西
本 

愛
子 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

永
岡 

宗
一
郎 

 
 

 

 

以
上
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
付 

連
隊
長
褒
賞 

（
第
４
科
臨
時
勤
務
） 

 

１
整
大
火
車 

１
曹 

村
田 

光
陽 

 
 
 

〃 
 
 

士
長 

平
子 

功
史 

 

（
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
26
優
秀
隊
員
） 

 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

村
野 

佳
規 

 

１
整
大
本
付 

２
曹 

阿
部 

裕
介 

 

２
整
大
３
普 

１
曹 

稲
垣 

憲
司 

 
 

〃 

偵
察 

３
曹 

川
田 

勇
司 

 

補 

給 

隊 

士
長 

増
田 

孝
行 

 

輸 

送 

隊 

１
士 

村
上 

あ
や
め 

 

衛 

生 

隊 

２
曹 

小
嶋 

慎
司 

 

（
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
支
援
優
秀
隊
員
） 

 

１
整
大
施
設 

士
長 

北
村 

尚
士 

 
 

〃 

通
電 

３
曹 

小
林 

龍
哉 

 

補 

給 

隊 

士
長 

森
田 

み
き 

 
 
 

〃 
 
 

士
長 

宮
原 

真
穂 

 
 
 

〃 
 
 

１
士 

松
本 

吉
史 

 

衛 

生 

隊 

２
曹 

佐
伯 

彩 

 
 
 

〃 
 
 

士
長 

中
村 

豪 
 

（
情
報
管
理
標
語
優
秀
者
） 

 

第
１
位 

「
全
員
が 

情
報
管
理
の 

責
任
者
」 

 

２
整
大
高
射 

３
曹 

瀬
戸 

康
弘 

 

第
２
位 

「
放
置
せ
ず 

常
に
掌
握 

確
実
に
」 

 

１
整
大
施
設 

１
士 

森
田 

祐
基 

 

第
３
位 

「
証
跡
で 

不
正
な
持
ち
出
し 

す
ぐ
ば
れ
る
」 

 

補 

給 

隊 

３
曹 

遠
矢 

訓
明 

中
央
即
応
集
団
司
令
官
表
彰 

（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
第
５
次
要
員
） 

第
４
級
賞
詞 

 

１
整
大
施
設 

１
尉 

中
川 

冠
璽 

 

補 

給 

隊 

１
尉 

梶 
 

貴
博 

 
 
 

〃 
 
 

２
尉 

米
倉 

啓
太 

 

輸 

送 

隊 

２
尉 

奥
村 

守 

 
 
 

〃 
 
 

２
尉 

大
嶋 

圭
介 

 

第
５
級
賞
詞 

 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

平
泉 

秀
康 

 

１
整
大
火
車 

３
曹 

山
下 

忠
尊 

 
 

〃 

施
設 

曹
長 

井
田 

滋 

 

２
整
大
本
付 

２
曹 

山
本 

紀
子 

 
 

〃 

特
科 

１
曹 

本
谷 

哲
也 

 
 
 

〃 
 
 

２
曹 

髙
田 

真
吉 

 
 
 

〃 
 
 

２
曹 

西
嶋 

則
人 

 
 

 

補 

給 

隊 

１
曹 

浜
元 

清
道 

 
 
 

〃 
 
 

１
曹 

植 
 

誠
明 

 
 
 

〃 
 
 

３
曹 

金
田 

年
秀 

 
 
 

〃 
 
 

３
曹 

多
田 

陽
一 

 
 
 

〃 
 
 

３
曹 

小
田 

孔
明 

 

衛 

生 

隊 

２
曹 

小
林 

隆 
  
 

 

以
上
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日 

ケロッグ隊長 ケロッシー 

ＵＮＭＩＳＳ要員無事帰国に伴い、 

 ケロッグ隊長とケロッシーは任務を解かれました  



六    甲  第５５号 ２０１４年（平成２６年）８月３１日 ７ 

連
隊
本
部 

 

１
尉 

 

植
村 

龍
馬 

武
器
学
校
（
土
浦
） 

 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

 

山
下 

弥
作 

関
西
処 

（
宇
治
） 

 

第
1
整
備
大
隊 

 

２
佐 

 

植
松 

佳
郎 

東
北
処
反
町
支
処 

 

２
曹 

 

藤
田 

雄
平 

関
西
処
桂
支
処 

 
 
 

 

第
２
整
備
大
隊 

 

１
尉 

 

塩
田 

健 
 

東
方
後
支
（
富
士
） 

 

２
尉 
 

牧
瀬 

晋
一 

３
特 

 

（
姫
路
） 

 

２
尉 
 

松
井 

亮
二 

３
師
司 

（
千
僧
） 

 

曹
長 

 

古
川 

昭
二 

大
阪
地
本 

 

１
曹 

 

髙
寄 

智
明 

姫
路
駐
業 

 

２
曹 

 

前
田 

篤
徳 

姫
路
駐
業 
 

２
曹 

 

小
出 

将
寛 

関
西
処
桂
支
処 

 

補 

給 

隊 
 

１
尉 

 

梶 
 

貴
博 

国
際
活
教
（
駒
門
） 

 

２
曹 

 

福
西 

悟 
 

中
方
付 

（
伊
丹
） 

 

２
曹 

 

三
枝 

史
明 

３
師
司 

（
千
僧
） 

 

輸 

送 

隊 
 

１
尉 

 

豊
田 

忠
幸 

中
方
総
装
（
伊
丹
） 

 

衛 

生 

隊 
 

３
佐 

 

川
井 

雅
文 

陸
幕
衛 

（
市
ヶ
谷
） 

 

２
尉 

 

桜
井 

恵
美 

阪
神
病
院
（
川
西
） 

 

２
曹 

 

佐
藤 

正
樹 

海
田
市
駐
業 

 

２
曹 

 

平
岡 

美
穂 

阪
神
病
院
（
川
西
） 

 

２
曹 

 

今
泉 

大
輔 

施
設
学
校
（
勝
田
） 

 

第
１
整
備
大
隊 

 

２
佐 

 

中
瀬 

裕
文 

陸
幕
装 

（
市
ヶ
谷
） 

 

２
曹 

 

板
谷 

綾 
 

関
西
処 

（
宇
治
） 

 

３
曹 

 

北
田 

正
樹 

関
西
処
桂
支
処 

 

第
２
整
備
大
隊 

 

１
尉 

 

宮
平 

誠
之 

14
旅
司 

（
善
通
寺
） 

 
１
尉 

 

山
崎 

純 
 

武
器
学
校
（
土
浦
） 

 
１
曹 

 

井
渓 

雅
夫 

関
西
処
桂
支
処 

 

２
曹 

 

山
本 

昇
吾 

中
即
連 

（
宇
都
宮
） 

 

２
曹 

 
三
角 

武
嗣 

大
阪
地
本 

 

補 

給 

隊 
 

１
曹 

 

藤
本 
和
幸 

中
方
付 

（
伊
丹
） 

 

２
曹 

 

河
野 
孝
幸 

３
師
付 

（
千
僧
） 

 

３
曹 

 

堀 
 

真
哉 
関
西
処 

（
宇
治
） 

 

３
曹 

 

永
田 

優 
 

１
空
団 

（
習
志
野
） 

 

３
曹 

 

永
石 

貴
理 
４
後
支
連
（
福
岡
） 

 

衛 

生 

隊 
 

３
佐 

 

森
山 

肇
昭 

阪
神
病
院
（
川
西
） 

 

 ７ 月 転 出 者   ８ 月 転 入 者  

２
整
大
２
直
支 

３
曹 

村
津 

一
平 

＃ 

期
初
級
陸
曹
装
輪
車
整
備
課
程
に
お 

い
て
武
器
学
校
長
よ
り
学
校
長
賞
受
賞 

補 

給 

隊 

３
曹 

永
岡 

宗
一
郎 

＃ 

期
１
次
陸
曹
候
補
生
課
程
に
お
い
て 

中
部
方
面
総
監
よ
り
方
面
総
監
賞
受
賞 

人 事 往 来 等 の 紹 介 

植松２佐 

東北処反町支処 

反町へ 

第
１
整
備
大
隊
長 

川井３佐 

陸幕衛 

市ヶ谷へ 

衛
生
隊
長 

第２整備大隊 
戦車直接支援隊長 

塩田１尉 

東方後支 

富士へ 

中瀬２佐 

陸幕装 

市ヶ谷から 

第
１
整
備
大
隊
長 

第
１
整
備
大
隊 

火
器
車
両
整
備
中
隊
長
へ 

第２整備大隊 
第２普通科 

直接支援中隊長 

森山３佐 

阪神病院 

川西から 

第
２
整
備
大
隊 

第
２
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
長
か
ら 

 

衛
生
隊
長 

第２整備大隊 
 

戦車直接支援隊長 

宮平１尉 

１４旅司 

善通寺から 

山崎１尉 

武器学校 

土浦から 

139 125 

部内異動 

南澤３佐 

伊丹から 

千僧へ 

 

毎
月
、
月
末
点
検
時
に
実
施
し
て
い
る
各
部
隊
か
ら 

選
抜
さ
れ
た
陸
士
隊
員
を
対
象
と
し
た
各
種
項
目
の
優 

秀
者
で
す
。 

 

６
月 

実
施
項
目 

00
式
個
人
用
防
護
装
備
の
装
着 

 

補 

給 

隊 
 

増
田
士
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
録 

３
分
30
秒
） 

 

７
月 

実
施
項
目 

化
学
防
護
衣
の
装
着 

 

本
部
付
隊 

 
 

神
谷
１
士 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
録 

３
分
04
秒
） 

 

８
月 

実
施
項
目 

手
り
ゅ
う
弾
投
擲 

 

補 

給 

隊 
 

川
端
士
長 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
録 

目
標
か
ら
１
ｍ
30
㎝
） 



 

連
隊
長
職
２
回
目
の
河
野
１
佐
は
、
離
任
の
辞
に
お
い
て
、
第
２
地 

対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長
時
代
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣
中 

の
離
任
と
な
っ
た
た
め
、
離
任
式
を
行
う
こ
と
な
く
幹
部
学
校
へ
異
動 

し
た
経
緯
が
あ
り
、
自
身
１
回
目
の
離
任
式
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
、 

連
隊
隊
員
に
対
し
、
連
隊
長
と
し
て
の
初
め
て
の
離
任
の
辞
を
述
べ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着
任
時
、
「
戦
闘
職
種
の
私 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
後
方
支
援
の
プ
ロ
の
君
達
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
コ
ラ
ボ
が
楽
し
み
で
あ
る
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
述
べ
た
河
野
１
佐
は
、
第
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
方
支
援
連
隊
に
新
し
い
風
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹
き
込
ん
で
、
幹
部
学
校
主
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
官
と
し
て
目
黒
に
赴
任
し
た
。 

 

読
者
の
皆
さ
ん
、
「
六
甲
」
を
ご
愛
読
下
さ
い 

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
夏
は
、
近
年
稀
に
見
る
天
候
の
悪
い
日
が 

続
き
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
広
島
で
は
、 

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が 

出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀 

な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
ま
だ
多
数
い
ま
す
。 

 

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る 

と
と
も
に
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
夏
が
過
ぎ
よ
う
と
し
、
９
月
下
旬
に
は 

連
隊
の
最
大
の
目
標
で
あ
る
師
団
検
閲
受
閲
が
い 

よ
い
よ
迫
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、 

積
み
上
げ
て
き
た
練
成
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で 

き
る
よ
う
連
隊
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り 

ま
す
。 

 

ち
な
み
に
前
号
で
お
話
し
し
て
い
た
夏
ボ
デ
ィ
ー
に
つ
き 

ま
し
て
は
、
夏
に
間
に
合
わ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
海
に
行
く 

こ
と
な
く
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

連
隊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 
 

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご
自
宅
の
パ
ソ 

コ
ン
等
か
ら
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

に
ア
ク
セ
ス
し
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

ア
ク
セ
ス
方
法
： 

 

「
第
三
後
方
支
援
連
隊
」
を
検
索→

「
第
三
後
方 

支
援
連
隊
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」→

を
ク
リ
ッ
ク
！ 

 

ア
ド
レ
ス 

 
ww

w.m
od.go

.jp
/gsdf

/ma
e/

3 

８ 

3d/
3log/

index.
html

 

援
護
・広
報
幹
部 

３
尉 

桑
田 

淳
弘 

広
報
陸
曹 

２
曹 

上
之
園 

隆
志 

編
集
長
（広
報
陸
曹
） 

２
曹 

久
松 

飛
雄
馬 

六    甲  第５５号 ２０１４年（平成２６年）８月３１日 

第
２
整
備
大
隊 

曹
長 

松
永 

雅
貴 

編
集
部
員 

衛
生
隊 

士
長 

中
川 

遙 

編
集
部
員 

編
集
部
員 

『正門の守り神・えくすかりばー』 作： 衛生隊 中川士長 
Ｑ 

「
目
、
口
、
心
、
土
、
木
、
王
、
十
」を
組
み
合
わ
せ
て
、 

 
 

二
字
熟
語
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

※
 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
？
商
品
が
も
ら
え
ま
す
。 

応
募
方
法 

３
後
支
１
科
広
報
班
宛
に
ハ
ガ
キ
で
応
募
、
も
し
く
は
、
内
線
３
４
０
３
で
す
。 

次
回
〆
切
は
11
月
20
日
、
当
選
者
発
表
は
「六
甲
」
56
号
（
11
月
下
旬
）に
て
発
表
。 

先
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
の
答
え
と
褒
賞
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
発
表 

答
え
【
時 

間
】
時
間
を
か
け
る
、
時
間
が
た
つ
、
時
間
を
つ
ぶ
す 

 
 褒

賞
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者 

８
後
支
連(

北
熊
本)
２
曹 

城
戸 

武
志 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
ハ
ガ
キ
で
の
応
募
当
選
者
で
す
） 

本
部
付
隊 

１
士 

神
谷 

晴
蘭 

第
２
整
備
大
隊 

准
陸
尉 

田
上 

祐
一 

 

第
２
整
備
大
隊 

准
陸
尉 

奥
村 

光
男 

 ７月１日付  

永
年
の
勤
務 

 
 
 
 

お
疲
れ
様
で
し
た 

 ６月５日付  

第
２
整
備
大
隊 

陸
曹
長 

神
田 

尚
人  ８月９日付  

※
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
へ
。
夜
間
に
車
両
で
千
僧
駐
屯
地
を
出
入
り
さ
れ
る 

 

際
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
直
視
し
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
て
下
さ
い
（
笑
）
。 

１ 

２ 

３ 

４ 

 

平
成
26
年
７
月
31
日
付
、
第
14
代
第
３
後
方
支
援
連
隊
長 

河
野
玄
治 

（
こ
う
の
げ
ん
じ
）
１
等
陸
佐
の
離
任
式
が
行
わ
れ
た
。 

 敬礼を受ける連隊長  

 見送り  

駐
屯
地
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
フ
ェ
イ
ス 

操
作
は 

 
 

リ
モ
コ
ン 

 

ト 

ン 
 

そ
の
重
さ
は
・・ 

大型車が突っ込んでも 

            なんのその！ 

最
大
の
武
器
は
・・ 

目
く
ら
ま
し
！ 


